
特集
　平成25年度 予算

広報

●市役所の組織が一部変わります
●高等技能訓練促進費支給
　父子家庭の父も新たに対象になりました
●募集　ちょこっとポルトガル語
●募集　春期スポーツ教室受講者
●予防接種のお知らせ
●「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」
　受賞者が決定しました
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ＪＲ稲枝駅駅舎、周辺整備事業　　　　　　　
　　　　　　　　　
　湖東圏域南部の玄関口として、ＪＲ稲枝駅とその周
辺の整備を進めます。

道路新設改良事業　　

都市計画道路整備事業　

土地利用計画業務　　　　 
　都市計画の見直しや都市計画図の電子化を行います。

荒神山公園グラウンドゴルフ場拡張工事

彦根駅東土地区画整理事業

　

公共下水道建設事業    

低炭素社会構築事業　        
　人権・福祉交流会館に太陽光発電設備と蓄電設備を
設置します。

　　　　　　　　　　　　　　　
３億２，４６０万３千円

１億７，１９９万１千円

５億１，５７１万９千円

１，５６２万８千円

１，０３５万円

４億４，７５６万３千円

    ８億９，９７７万９千円

 ２, ７４８万８千円

彦
根
市
の
平
成
25
年
度
予
算

が
決
ま
り
ま
し
た
。そ
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、平

成
24
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
て

０
・
９
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、法
人
市
民
税
が
国
の

制
度
改
正
に
伴
い
減
収
に
な
る

も
の
の
、た
ば
こ
税
が
県
税
と
の

調
整
に
よ
り
増
収
と
な
る
見
込

み
で
す
。
固
定
資
産
税
は
、平
成

24
年
度
の
評
価
替
え
の
影
響
が

予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
、前

年
度
当
初
予
算
よ
り
増
加
し
ま

し
た
。

ま
た
、投
資
的
事
業
に
必
要
な

市
債
を
最
低
限
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
、市
債
発
行
の
判
断

基
準
と
な
る
実
質
公
債
費
比
率

が
、平
成
23
年
度
決
算
で
は
同
22

年
度
決
算
よ
り
も
改
善
し
た
こ

と
や
、今
後
の
公
債
費
負
担
を
で

き
る
限
り
増
や
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
な
ど
、総
合
的
に
判
断

し
た
か
ら
で
す
。

一
方
、歳
出
で
は
「
彦
根
市
総

合
計
画
基
本
構
想
」に
お
け
る
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
風
格
と
魅
力

あ
る
都
市
の
創
造
」の
実
現
に
向

け
「
住
み
よ
い
、
住
み
た
い
都

市
」「
魅
力
あ
る
都
市
」
を
目
指

し
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

重
点
事
業
と
し
て「
次
世
代
育

成
支
援
対
策
事
業
」「
定
住
自
立

圏
構
想
推
進
事
業
」に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、魅
力
あ
る
都
市
の
創
造

を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、

「
交
流
人
口
の
増
加
策
」「
低
炭
素

社
会
構
築
事
業
」「
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
対
策
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
人
件
費
は
、
事
業

量
に
見
合
っ
た
人
員
配
置
に
努

め
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
常
勤

特
別
職
の
給
料
削
減
な
ど
に
よ

り
、総
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
ま

し
た
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
ご
と
の
新
規
・
主
要
な
事
業

の
予
算
額
と
そ
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
☎

30-

６
１
０
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２２

-

１
３
９
８
番

「
風
格
と
魅
力
あ
る
都
市
の
創
造
」

住
み
よ
い
、
住
み
た
い
都
市
を
目
指
し
て

　予算総額　７50億1,619万１千円  （前年度に比べて１.6％増加）

　一般会計	　　365億4,000万　　 円  　  （前年度に比べて 0.9％増加）

　特別会計	　　242億 2,929万 9千円　　 （前年度に比べて 2.9％増加）

　企業会計	　　142億 4,689万 2千円　　 （前年度に比べて 1.6％増加）

低
炭
素
を
意
識
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
を
築
き
ま
す

　

彦
根
市
の
率
先
し
た
活
動
か
ら

市
民
皆
さ
ん
の
行
動
を
促
し
、
そ

の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
ま
す

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

も
が
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
役

割
分
担
と
連
携
の
も
と
、
災
害
に

強
く
、
事
故
や
犯
罪
の
な
い
安
全

な
生
活
環
境
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

次
代
を
担
う
す
こ
や
か
な
子
ど
も
を

育
て
ま
す

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
財
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

　

貴
重
な
文
化
財
を
守
り
、
彦
根

城
の
世
界
遺
産
登
録
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
情
緒
や
風
情
の
あ
る

歴
史
的
風
致
を
維
持
向
上
さ
せ
、

彦
根
な
ら
で
は
の
歴
史
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

資
源
を
生
か
し
た
　

魅
力
あ
る
産
業
・
交
流
を
創
り
出
し
ま
す

　

彦
根
市
の
強
み
で
あ
る
観
光
産

業
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
ま
ち
の

魅
力
と
な
る
地
場
産
業
の
創
出
に

向
け
た
人
材
育
成
を
進
め
、
ま
ち

の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

湖
東
定
住
自
立
圏
の
連
携
を
深
め
ま
す

　
「
湖
東
定
住
自
立
圏
」
に
お
け

る
中
心
市
と
し
て
、
定
住
に
必
要

な
都
市
機
能
の
整
備
や
、
生
活
機

能
の
充
実
の
た
め
に
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
取
り
組
み
ま

す
。

市民憲章１　郷土を愛し、水と緑の美しいまちをつくります　【都市基盤・環境の分野】

　

平
成
２5
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
主
な
事
業
を
、

市
民
憲
章
の
項
目
等
を
基
に
紹
介
し
ま
す
。

▲現在のＪＲ稲枝駅

時
代
に
即
し
た
重
点
的
な
取
り
組
み

▲彦根駅東地区
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世界遺産登録推進事業　　　
　平成 24 年に設立された彦根ユネスコ協会と連携を
図りながら、彦根城の世界遺産登録に向けた取り組み
を行います。

文化振興事業　　　　　　　
　市民の文化芸術活動の発表と鑑賞の機会を提供する
ため、市民文芸作品の募集や美術展覧会・文化祭・音
楽祭などを開催します。

博物館企画展開催事業　　　
　平成 24 年度に取得した ｢彦根藩筆頭家老・木俣清
左衛門（きまた・せいざえもん）家資料」の企画展を催し、
初公開します。

特別史跡「彦根城跡」保存・管理事業　　　　
　　　　　　　　
　特別史跡彦根城跡保存用地の適切な管理を行うとと
もに、滋賀大学弓道場の公有地化を進めます。

名勝「玄宮楽々園」保存整備事業　
　　　　　　　　　　　
　玄宮園の保存整備を実施するとともに、楽々園地震
の間棟などの保存整備工事を実施します。

歴史まちづくり事業　　
　善利（せり）組足軽組屋敷辻番所の保存整備工事など、
彦根市の歴史的風致
の保存と活用を推進
します。

彦根城維持管理事業　　　　　
　天守の夜間ライトアップ設備をＬＥＤ（発光ダイオー
ド）照明に切り替える工事や、老朽化した電気設備な
どの改修工事を行います。

　　　　　　　　　　　　　　２８４万１千円
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　１, ０７５万円

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　２３３万８千円
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　１億２, ２５９万９千円
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　８, ６９２万５千円
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　２, ７９３万３千円

　　　　　　　
　　

２億８, ６８７万６千円

３, ４５２万２千円

１０４万７千円

１, ５０７万１千円

１, ０７７万６千円

８, ９０６万６千円

新観光振興事業　
　さらなる誘客を図るため、
彦根城で、ひこにゃんが毎
日登場します。

子ども天文講座等開催事業　　
　天体望遠鏡の整備を行うほか、天文に興味を持つ子
どもを増やすことを目的とした初心者向けの講座を新
たに開催します。

図書館サービス事業　　　
　図書や雑誌のさらなる充実を図るとともに、湖東定
住自立圏内での図書ネットワークの構築などを推進し
ます。

経営体育成支援事業　　　
　地域で中心となる農業者の育成・確保を図る上で、必
要となる農業用機械や施設の導入を支援します。

地域経済振興事業　　　　
　緊急経済対策として、プレミアム商品券の発行に対
する補助や、住宅リフォームにかかる費用に対する補
助などを行います。

コンビニ交付事業　　　　
　住民基本台帳カードを利用して、最寄りのコンビニ
エンスストアのマルチコピー機より各種証明書（住民票
の写しや印鑑登録証明書、所得・課税証明書など）を取得す
ることができるサービスを７月から開始します。

２, ０４１万２千円

１, ３９９万４千円

６４４万１千円

１５万６千円

３, ３０７万５千円

いじめ等問題行動対策総合事業　

　いじめ、暴力など、命・人権にかかわる問題に対応
するため、専門員などを学校に派遣し、未然防止と早
期発見のための支援を行います｡

学校支援加配事業　　　  　
　学力向上や問題行動などの課題を抱える中学校を
支援するため、臨時講師を配置します。

学力向上推進事業　　　　　
　新たに「彦根市学力テスト」を実施し、確かな学力
の育成に努めます。

彦根市奨学金給付事業　　　　　
　経済的理由により高校就学が困難な生徒に対し、奨
学金を給付します。

学校給食センター整備事業　

　中学校給食の実施に向けて、
必要な施設を整備するため、
実施設計を行います。

防犯カメラ設置事業　　
　安全・安心なまちづくりを推進するため、彦根駅西
口周辺に防犯カメラを設置し、犯罪抑止に努めます。

子ども医療費助成事業（中学生分）

　平成25年10月診療分から、入院費の無料化を、中
学校修了前の子どもまで拡大します。

公的介護施設等整備事業　　　
　公的介護施設などを整備する事業者に補助金を交付
します。

地域医療支援センター整備事業　　　　　　　

　地域医療資源の役割分担と連携を強化するため、一
次救急体制や在宅医療の中核的な機能を担う、地域医
療支援センターを市立病院の敷地内に建設します。

消防車両整備事業　　　　
　救急隊の増隊に伴い、新たに救急車を１台配備する
ほか、更新が必要な車両についても整備します。

医療機器の整備　　　　　
　市立病院の医療機器について、更新が必要なものを
整備します。

３, ３１８万３千円

　　　　　　　　　　　　　　　 ２８２万２千円

　　　　　　　　　　　　１, ２６８万 5 千円

　　　　　　　　　　　　　　９, ５８０万円

　　　　　　　　　　５億１, ７９３万６千円

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　９, ００３万４千円

　　　　　　　　　　　　３億５, ０００万円

市民憲章４　心とからだを鍛え、働く喜びに満ちたまちをつくります　【生涯学習・産業の分野】

市民憲章５　若い力を育て、夢と活気のみなぎるまちをつくります　【次世代育成・市民交流の分野】

そ　　の　　他

市民憲章２　歴史と伝統を生かし、文化の香り高いまちをつくります　【文化・文化財の分野】

市民憲章３　人権を尊び、お互いに助け合い、信頼しあうまちをつくります　【人権・福祉・安全の分野】

◀
善
利
組
足
軽
組
屋
敷
辻
番
所

◀
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
毎
日
登
場

　

し
ま
す

◀
彦
根
駅
西
口
エ
リ
ア

▶
小
学
校
で
の
給
食
の
様
子
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ス
ト
ッ
プ
！　

農
業
濁
水

今
年
も
基
本
事
項
の
徹
底
を

□市
農
林
水
産
課

　

代
か
き
や
田
植
え
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
農
作
業
に
よ
る
濁

水
が
流
出
す
る
と
、
琵
琶
湖
の
水

質
を
悪
化
さ
せ
、
魚
な
ど
の
生
き

物
が
住
み
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
の
濁
水
防
止
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

農
業
者
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
も

重
要
で
す
。

　

次
の
事
項
を
実
践
し
、
水
田
か

ら
農
業
濁
水
を
流
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
人
事
課

　

彦
根
市
で
は
、
新
た
な
行
政
課

題
に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

４
月
１
日
㈪
か
ら
事
業
の
担
当
課

や
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の

業
務
担
当
課

　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」に
か
か

る
業
務
の
担
当
課
が
、

子
育
て

支
援
課
か
ら
、

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
に
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

介
護
予
防
関
連
事
業
・

認
知
症
関
連
事
業
の

業
務
担
当
課

　　　　　

  　　　　
　

次
の
業
務
の
担
当
課
が
、

介

護
福
祉
課
か
ら
、

健
康
推
進
課

に
変
わ
り
ま
す
。

介
護
予
防
教
室

　

老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
を
対
象

に
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
出
前

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
予
防
体
操
講
座

　

地
域
で
介
護
予
防
体
操
を
実
施

さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
体
操
を
紹
介

し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

障害福祉施策が変更になります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市障害福祉課　
　４月１日㈪から、障害福祉施策の一部が、次のと
おり変更になります。
問い合わせ先　 障害福祉課
　☎ 27-9981、FAX26-1767

彦　根　市　長　選　挙

投票日　4月21日㈰
7：00〜20：00

問い合わせ先  選挙管理委員会事務局
　☎ 30-6131、FAX23-4551

ご利用ください　音声版選挙公報
　

　彦根市長選挙において、視覚障害のあ
る人に音声版の選挙公報を提供します。
これは、候補者の選挙公約などを録音し
たものです。希望する人はお問い合わせ
ください。

　

発
達
支
援
室
☎
26-

８
２
８

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７

番
（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
、
祝
日
を
除
き
ま

す
）

※
電
話
で
予
約
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
４
月
は
特
に
窓
口
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

市
立
病
院
で

部
を
新
設
・
組
織
再
編

部
の
新
設
　　　　　

  　　

  
  　　　　　　　　　

　
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
」
と
し
て
、
が
ん
患
者
さ
ん
へ

の
医
療
や
家
族
な
ど
へ
の
支
援
を

一
体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
整

備
す
る
た
め
、「
が
ん
診
療
支
援

部
」
を
新
設
し
ま
す
。

　

部
内
に
は
「
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
置
く
と
と
も
に
、「
通

院
治
療
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
ま

す
。

組
織
の
再
編

　

独
立
組
織
で
あ
っ
た
「
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
「
医
療
社

会
部
」
内
に
置
き
、
地
域
連
携
と

在
宅
医
療
支
援
の
さ
ら
な
る
推
進

を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院 
病

院
総
務
課
☎
22-

６
０
５
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番

家
族
の
つ
ど
い
「
ほ
っ
こ
り
」

「
ほ
っ
こ
り
・
ら
ぶ
」

　

認
知
症
な
ど
の
家
族
を
抱
え
る

介
護
者
が
、
情
報
交
換
な
ど
を
す

る
会
を
開
催
し
ま
す
。　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

地
域
で
認
知
症
の
人
を
支
え
る

た
め
に
、
出
前
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
の

業
務
担
当
課

　
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」に
か
か

る
業
務
の
担
当
課
が
、

子
育
て

支
援
課
か
ら
、

障
害
福
祉
課
に

変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

「
発
達
支
援
室
」
の
設
置

　

発
達
障
害
の
あ
る
人
の
途
切
れ

な
い
支
援
を
目
指
し
て
、
相
談
を

受
け
、
各
機
関
の
連
携
を
図
る
た

め
「
発
達
支
援
室
」
を
、

障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま

す
。

主
な
業
務

▼
発
達
相
談

▼
関
係
機
関
と
の
連
携
会
議
の
開

催
▼
発
達
障
害
に
関
す
る
啓
発
な
ど

▼
け
い
畔は

ん

（
あ
ぜ
）
の
点
検
、
あ

ぜ
塗
り
、
あ
ぜ
シ
ー
ト
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
、
水
漏
れ
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
代
か
き
は
、
土
が
７
〜
８
割
見

え
る
程
度
の
浅
水
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

▼
水
の
管
理
は
計
画
的
に
行
い
、

田
植
え
前
の
強
制
落
水
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

▼
「
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご

と
保
全
向
上
対
策
活
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
農
家
は
、
濁
水

管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番

重症心身障害者通園施設運営費補助事業
障害者日中活動の場支援事業
行動障害サポート事業

法律名「障害者自立支援法」

サービス対象の障害者
身体障害・知的障害・精神障害（発達障害含む）

法律名「障害者総合支援法」（略称）

サービス対象の障害者
身体障害・知的障害・精神障害（発達障害含
む）に難病など（※）を加える。

※難治性疾患克服研究事業対象の130疾患お
よび関節リウマチの患者であって、一定の
条件を満たすと介護給付（居宅介護・生活介
護・短期入所など）や訓練等給付（就労移行支
援・就労継続支援など）の障害福祉サービスを
受けることができます。

４月から

３月まで

①法律名が変更となり、障害福祉サービスの対
象が拡大されます。

電気式たん吸引器
　耐用年数　4 年

対象　呼吸器 3 級以上または同程度の身体
障害者・児で必要と認められるもの（学齢
児未満も含みます）

※基準額は従前どおり（5万6,400円）

電気式たん吸引器（バッテリー内臓型）
　耐用年数　3 年
　基準額　6万3千円

対象　上の「電気式たん吸引器」と同じ

動脈血中酸素飽和度測定器 ( パルスオキシメー
ター )

　基準額　15万7,500円
　対象　人工呼吸器の装着が必要な者

※彦根市難病患者等日常生活用具給付事業
から移行するもの

電気式たん吸引器
　耐用年数　5 年

対象　呼吸器 3 級以上または同程度の身体
障害者・児で必要と認められるもの（学齢
児以上の者）

②日常生活用具給付等事業（彦根市地域生活支援事業）
の用品を追加、耐用年数を変更します。

重症心身障害者通園施設運営費補助事業
障害者日中活動の場支援事業
在宅重度障害者等支援事業
　▶重症心身障害者対応型看護師配置
　▶重症心身障害者対応型人員配置
　▶重症心身障害児者入浴サービス
　▶重症心身障害者対応型短期入所人員配置
　▶強度行動障害者通所特別支援
※一定の条件を満たし、重症心身障害者や強

度行動障害者を受け入れる生活介護事業所
等に対し報酬加算を行うもの

③重度障害のある人（重症心身障害者や強度行動障害者）
が通所する日中活動の事業所に、看護師や支援員
を手厚く配置できるように報酬加算を行うことで、
重度障害のある人の地域生活を支援します。

▶

▶

▶
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高
等
技
能
訓
練
促
進
費
支
給

父
子
家
庭
の
父
も

新
た
に
対
象
に
な
り
ま
し
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
子
育
て
支
援
課　

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
、
作
業

療
法
士
な
ど
就
労
に
役
立
つ
資
格

取
得
を
目
指
し
、
養
成
機
関
で
２

年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講

す
る
人
に
、
受
講
期
間
中
の
生
活

費
の
支
援
を
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
新
た
に
父

子
家
庭
の
父
（
20
歳
以
下
の
子
を
監

護
す
る
人
）も
こ
の
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

対
象　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

庭
の
父

支
給
期
間　

修
学
全
期
間（
上
限
２

年
）

支
給
額　

月
額
10
万
円（
住
民
税
課

税
世
帯
は
月
額
７
万
５
０
０
円
）

修
了
一
時
金　

５
万
円（
住
民
税
課

税
世
帯
は
２
万
５
千
円
）

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
相
談
が
必
要
で
す
（
入
学

後
、
一
定
期
間
を
経
過
し
て
い
る
場

合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。
新
た
に

希
望
す
る
場
合
は
、
４
月
22
日

㈪
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
☎
23-

９
５
９
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

１
７
６
８
番

家
族
が
、
自
動
車
を
所
有
し
運

転
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

受
付
開
始
日　

４
月
１
日
㈪

持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
印
鑑

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
は
、

自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
車
検
証
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

障

害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

市
内
の
業
者
で
施
工
す
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
の

一
部
を
補
助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
商
工
課

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市
内
に
本

社
が
あ
る
法
人
ま
た
は
個
人
の
施

工
業
者
を
利
用
し
て
、
自
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
（
修
繕
・
補
修
工
事
な
ど
）

を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、市
内
産

業
活
性
化
と
雇
用
の
安
定
を
図
る

た
め
に
、
期
限
付
き
で
行
い
ま
す
。

対
象
工
事　

次
の
要
件
を
全
て
満

た
し
て
い
る
工

事
①
経
費
が
20
万
円

以
上
（
消
費
税
を

含
む
）

②
平
成
25
年
度
中

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
運
賃
・
自
動
車
燃

料
費
を
助
成

□市
障
害
福
祉
課

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
積
極

的
な
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
ま
た
は
自
動
車
燃

料
費
の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
が
必
要
で
す
。

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
額

　

年
額
１
万
２
千
円
（
５
０
０
円
×

24
枚
）

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
額

　

年
額
６
千
円（
３
０
０
円
×
20
枚
）

対
象　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
障
害
者
支
援
施
設
や

老
人
福
祉
施
設
、
介
護
保
険
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
人
で
、

市
民
税
所
得
割
額
（
平
成
24
年
度
課

税
）
が
16
万
円
未
満
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
所
持
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
障
害
の
あ
る
人　

▼
肢
体
不
自
由
障
害
の
う
ち
下

肢
障
害
、
体
幹
機
能
障
害
ま

た
は
移
動
機
能
障
害　

▼
視
覚
障
害　

▼
内
部
障
害（
免
疫
機
能
障
害
を
含
む
）

②
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
の

所
持
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
所
持
者

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
は
、
本

人
ま
た
は
本
人
と
生
計
が
同
じ

新
設
・
変
更
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
介
護
福
祉
課　

　

４
月
か
ら
、「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ハ
ピ
ネ
ス
」「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
い
な
え
」
を
新
し
く

開
設
し
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
り
い
も
と
」
を
担
当
学
区

の
拡
大
に
伴
い
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
す
ば
る
」
に
改
称
し
ま

す
（
下
表
）。

　

ま
た
、
今
回
の
開
設
に
伴
い

「
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
と

せ
・
ハ
ピ
ネ
ス
・
ふ
る
さ
と
・
い

な
え
」
を
廃
止
し
ま
す
。

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
彦
根
市
が
次
の

事
業
の
運
営
を
委
託
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

　
（
介
護
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
な
ど
）

▼
高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

　
（
権
利
擁
護
・
高
齢
者
虐
待
の
防
止
な
ど
）

▼
介
護
予
防
の
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
す

（
要
支
援
１
・
要
支
援
２
の
認
定
を
受

け
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す

る
人
）

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

□市
障
害
福
祉
課

　
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
は
、対

象
者
に
４
か
月
に
１
回
手
当
を
支

給
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
別
障
害
者
手
当
」「
障
害
児

福
祉
手
当
」
は
、
対
象
者
に
３
か

月
に
１
回
手
当
を
支
給
し
、
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

各
手
当
額　

法
律
の
改
正
に
基
づ

き
支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

（
下
表
）。

対
象特

別
児
童
扶
養
手
当　

身
体
ま

た
は
精
神
に
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
の
父
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

特
別
障
害
者
手
当　

20
歳
以
上

で
重
度
の
重
複
障
害
が
あ
り
、

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
に
あ
る
か
、
絶
対

安
静
を
必
要
と
す
る
人

障
害
児
福
祉
手
当　

20
歳
未
満

で
重
度
の
障
害
の
た
め
、
日

常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
人

所
得
制
限

特
別
児
童
扶
養
手
当　

障
害
児

の
父
母
や
、
生
計
を
同
一
に

し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の
そ

れ
ぞ
れ
の
所
得
が
、
い
ず
れ

も
定
め
ら
れ
た
限
度
額
の
範

囲
内
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当　

本
人
、配
偶
者
、同

じ
世
帯
で
の
最
多
の
収
入
者

の
所
得
が
、
い
ず
れ
も
定
め

ら
れ
た
限
度
額
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

に
着
工
・
完
了
す
る
工
事

※
交
付
申
請
後
の
審
査
の
結
果
、

要
件
か
ら
外
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
交
付
申
請
前
に
着

工
さ
れ
る
場
合
は
、「
事
前
申

込
」
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
住
宅
の
居
住
部
分
の
修
繕
・
補

修
工
事
・
模
様
替
え
工
事
、
ま

た
は
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に

伴
う
住
宅
の
工
事

※
庭
や
車
庫
な
ど
の
外
構
工
事
は

除
き
ま
す
。

対
象
住
宅　

市
内
の
住
宅
。
た
だ

し
、
事
務
所
や
店
舗
、
賃
貸
ア

パ
ー
ト
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
は
住

居
部
分
の
み
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
は
自
己
所
有
部
分
の
み
が
対

象
で
す
。

補
助
金
額　

工
事
経
費
の
20
％
で
、

最
高
20
万
円（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
人

①
対
象
住
宅
に
居
住
し
、
そ
の
住

宅
を
所
有
し
て
い
る
人

②
市
税
に
滞
納
が
な
く
、
彦
根
市

の
各
種
融
資
の
返
済
が
滞
っ
て

い
な
い
人

③
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、

国
・
県
・
市
の
他
の
制
度
の
補

助
を
受
け
て
い
な
い
人

※
他
の
制
度
の
補
助
を
受
け
て

い
る
人
で
も
、
そ
の
制
度
の

対
象
外
と
な
る
工
事
部
分
は
、

補
助
対
象
と
し
ま
す
。

▼
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同

一
住
宅
と
同
一
人
に
つ
き
１
回

限
り
で
す
。

▼
平
成
20
〜
24
年
度
に
こ
の
補
助

を
受
け
た
人
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅
が
共
有
名
義

な
ど
で
あ
っ
て
も
、
複
数
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

事
前
申
込
の
方
法　

申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、押
印
し
、

商
工
課
（
市
役
所
３
階
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。申
込
書
は
、

商
工
課
、支
所
、各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
抽
選
結
果
は
５

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

事
前
申
込
の
期
間　

４
月
１
日
㈪

〜
５
月
８
日
㈬
（
午
後
５
時
15
分

必
着
）　

※
受
付
は
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

交
付
申
請　
「
事
前
申
込
」
は
「
交

付
申
請
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事

前
申
込
の
締
切
後
、該
当
者
に
は

交
付
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

　
「
交
付
申
請
」
に
は
、着
工
前
の

写
真
が
必
要
で
す
。
着
工
前
の
写

真
を
撮
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課（
〒
５

２
２
‐
８
５
０
１　

元
町
４-

２
）

☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番
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給
付
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

手
続
方
法　

各
小
・
中
学
校
ま
た

は

教
育
委
員
会
（
市
民
会
館
２

階
）
に
あ
る
所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
子
ど
も

が
在
学
し
て
い
る
学
校
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
が
他
市
町
村
の
場
合
は
、
所

得
を
証
明
す
る
書
類（
平
成
25
年

度
課
税
証
明
書
な
ど
で
前
年
度
の
所

得
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）の
添

付
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
援
助
は
認
定
日

以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
日（
学
校
に
申
請
書
を
提
出
し

た
日
）
が
そ
の
月
の
16
日
か
ら

月
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
た

と
き
は
、
翌
月
か
ら
の
給
付
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

公
民
館
に
あ
つ
ま
れ

わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
子
ど
も
未
来
室

　

地
域
の
公
民
館
で
開
催
し
て
い

る
「
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
」
に
参
加

し
て
、
遊
び
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
お

話
し
し
ま
せ
ん
か
。
乳
幼
児
と
そ

の
親
や
祖
父
母
が
集
ま
り
、
自
由

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

飲
酒
運
転
し
な
い
！
さ
せ

な
い
！
許
さ
な
い
！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
交
通
対
策
課

　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
少
し

の
量
で
も
お
酒
を
口
に
し
た
ら
、

自
動
車
も
自
転
車
も
運
転
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

お
酒
が
出
る
会
合
に
は
、
車
を

運
転
し
て
行
か
な
い
よ
う
に
し
、

公
共
交
通
機
関
な
ど
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
車
を
運
転
す
る
人
に
お

酒
を
勧
め
な
い
よ
う
に
し
、
家
族

や
仲
間
同
士
で
気
を
引
き
締
め
、

飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、

グ
ル
ー
プ
の
中
で
お
酒
を
飲
ま
な

い
人
を
決
め
て
、
送
迎
を
お
願
い

す
る
運
動
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

　

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分

申
込　

不
要　

費
用　

無
料　

そ
の
他　

開
催
月
に
よ
り
、
季
節

に
合
う
製
作
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行
い
ま

す
。　

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
未
来

室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

３
６
４
６
番

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
㈯
～
同
15
日
㈪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□市
交
通
対
策
課

運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
（
特
に
、自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周

知
徹
底
） 

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

安
心
し
て
就
学
す
る
た
め
の

就
学
援
助
制
度

□市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

彦
根
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る

子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
、
就
学
に
必
要
な

経
費
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な

保
護
者
に
、
子
ど
も
が
安
心
し
て

就
学
で
き
る
よ
う
、学
用
品
費
、学

校
給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
保
護
者　

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人　

▼
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

を
受
け
て
い
る
人　

▼
児
童
扶
養
手
当
（「
児
童
手
当
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
受
給
し
て
い

る
人　

▼
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

に
な
っ
た
人　
　

▼
そ
の
他
、

教
育
委
員
会
が
就

学
援
助
費
の
受
給
が
必
要
と
認

め
る
人

　

林
野
や
草
生
地
、
河
川
敷
の
斜

面
、
田
畑
周
辺
な
ど
で
多
発
し
て

い
る
火
災
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
が
「
た
き
火
（
ご
み
焼
却
）」

で
す
。

　

平
成
24
年
の

消
防
本
部
管
内

(

彦
根
市
・
犬
上
郡)

で
た
き
火
が

原
因
と
な
っ
て
発
生
し
た
火
災
は
、

全
火
災
件
数
38
件
の
13
％
に
あ
た

る
５
件
で
し
た
。

た
き
火
（
ご
み
焼
却
）
か
ら

火
災
に
至
る
原
因

①
飛
び
火
に
よ
り
他
へ
延
焼
す
る
。

②
風
に
あ
お
ら
れ
て
炎
が
拡
大
す

る
。

③
自
然
に
消
え
る
と
思
い
込
み
放

置
す
る
。

④
消
し
た
つ
も
り
が
ま
だ
火
種
が

残
っ
て
い
て
再
燃
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
行
楽
シ

ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

山
菜
取
り
な
ど
、
山
林
へ
の
出
入

り
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
山
火

事
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、た
き
火
、た

ば
こ
、
火
入
れ
の
不
始
末
に
よ
る

も
の
が
多
く
、
ま
た
、
週
末
や
休

日
に
お
け
る
発
生
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

火
災
の
経
過
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、
ど
れ
も
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
に
よ
る
も
の
で
す
。
た
き
火
に

よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
日
頃

か
ら
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

 

た
き
火
や
畑
の
草
焼
き
を

す
る
と
き
の
注
意
事
項

燃
え
移
り
を
防
ぐ

　

枯
葉
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
が

な
い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
山

林
な
ど
で
は
、
た
き
火
な
ど
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

天
気
に
注
意
す
る

　

強
風
や
乾
燥
の
注
意
報
が
出
て

た
き
火（
ご
み
焼
却
）

に
よ
る
火
災
を
防
止

し
ま
し
ょ
う

い
る
と
き
は
、
た
き
火
な
ど
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

消
火
の
準
備
を
し
て
お
く

　

炎
が
風
に
あ
お
ら
れ
た
り
す
る

と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
燃
え
広
が

り
ま
す
。
危
な
い
と
感
じ
た
ら
す

ぐ
に
火
が
消
せ
る
よ
う
事
前
に
水

が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
な
ど

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。  

消
火
確
認
の
徹
底

　

た
き
火
な
ど
の
不
始
末
か
ら
火

災
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
火

が
完
全
に
消
え
る
ま
で
そ
の
場
か

ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
は

原
則
「
禁
止
行
為
」
で
す

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
は
、「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

お知らせ

前期・危険物取扱者試験 ( 乙種第 4 類 ) 予備講習会

日時　4月21日㈰　9：00 ～ 17：00　
場所　 消防本部 ( 西今町 )　定員　72 人 ( 先着順 )　
費用　5 千円 ( テキスト代別・保安協会会員事業所は 3 千円）

申込期間　4月1日㈪～同19日㈮　8：30 ～ 17：15( 土
･ 日曜日を除く )

申込・問い合わせ先　彦根防火保安協会事務局（ 消防本部
予防課内）☎ 22-0332、 FAX22-9427

前期・危険物取扱者試験

日時　5月26日㈰　14：00 ～　場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 )

願書受付期間　
　▶電子申請　4月7日㈰～同16日㈫
　▶書面申請　4月10日㈬～同19日㈮

日時　8月18日㈰　14：00 ～　場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 )

願書受付期間　
　▶電子申請　7月2日㈫～同13日㈯
　▶書面申請　7月5日㈮～同16日㈫
申込・問い合わせ先　㈶消防試験研究センター滋賀県支部

( 〒 520-0806　大津市打出浜 2-1 コラボしが 21　４階 )

　☎ 077-525-2977、FAX077-521-7904　
※書面申請の場合は、各消防署で配布している願書に必要

事項を書いて、郵送してください。

律
」
で
風
俗
習
慣
上
、
ま
た
は
宗

教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要

な
場
合
な
ど
の
例
外
を
除
い
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
外
と
な
る
焼
却
に
つ

い
て
も
、
周
囲
か
ら
煙
、
臭
い
の

苦
情
が
あ
る
場
合
は
、
焼
却
の
中

止
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

野
焼
き
に
は
、
常

に
火
災
の
危
険
が
伴

う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

に
遊
び
、
話
を
す
る
中
で
、
友
達

が
で
き
た
り
、
子
育
て
情
報
や
ア

ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
た
り
し
ま
す
。

開
催
日
な
ど　

左
表
の
と
お
り
。

５
月
〜
平
成
26
年
２
月
に
毎
月

１
回
開
催
。
稲
枝
地
区
の
み
４

月
〜
平
成
26
年
３
月
に
開
催
。

※
開
催
日
は
、
祝
日
な
ど
の
た
め

４
月
10
日
㈬
は
「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。
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お
り  

〈
時
間
〉
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
正
午　
〈
場
所
〉
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田

町
）
調
理
実
習
室　
〈
対
象
〉
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
男
性　

〈
費
用
〉
４
、
８
０
０
円
（
全
４
回

分
の
受
講
料
、
材
料
費
を
含
み
ま
す
）

〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込

期
間
〉
４
月
１
日
㈪
〜
同
25
日
㈭

〈
持
ち
物
〉
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚　
〈
託
児
〉１
人
１
回

２
０
０
円
（
０
歳
〜
就
学
前
、
要
予

約
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９

番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

〈
費
用
〉
会
員
４
、
５
０
０
円
（
付

添
者
５
、
５
０
０
円
）、
会
員
以
外
６

千
円　
〈
申
込
期
限
〉４
月
25
日
㈭

〈
そ
の
他
〉
年
会
費
１
、２
０
０
円

で
入
会
で
き
ま
す
。　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市
身
体
障
害

者
更
生
会
事
務
局
（

障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

７

８
８
８
番

第
63
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
標
語
、
作
文

〈
内
容
〉青
少
年
の
健
全
育
成
や
非

行
防
止
、
更
生
の
支
援
な
ど
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
に
ち
な
ん
だ

も
の
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
募
集
部

門
〉
▼
標
語　

は
が
き
に
１
人
２

点
以
内　

▼
作
文　

４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
に
縦
書
き
。

文
頭
に
題
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人　
〈
応
募
期
限
〉５
月
13
日

㈪
（
必
着
）　
〈
注
意
事
項
〉
作
品
の

末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
青
少

ど
の
配
布
・
申
請
期
間
〉
４
月
５

日
㈮
〜
６
月
６
日
㈭　
〈
管
理
期

間
〉
平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成

31
年
３
月
31
日（
５
年
間
）　
〈
公
募

要
項
な
ど
の
配
布
場
所
〉

教
育

委
員
会
文
化
振
興
室
（
ひ
こ
ね
市
文

化
プ
ラ
ザ　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
１
階　

野
瀬
町
）。
４
月
５
日
㈮
以
降
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会

文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

新
規
就
農
者

 

〈
内
容
〉
近
年
、
地
元
産
の
花
や

野
菜
、果
樹
（
果
物
）
へ
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
本

格
的
に
畑
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
人
の
た
め
、
約
50

㎡
の
畑
で
野
菜
づ
く
り
体
験
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
〈
栽
培
期

間
〉６
月
～
平
成
26
年
２
月　
〈
場

所
〉
松
原
町   

〈
対
象
〉
市
内
在
住

の
人　

 

〈
定
員
〉 

14
組（
１
家
族
１

組
） 　

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選　
〈
費
用
〉栽
培
に
伴
う
経
費

は
個
人
負
担
。　

※
ほ
場
の
借
地

に
伴
う
経
費
は
不
要
で
す
。　
〈
申

込
期
間
〉
４
月
10
日
㈬
〜
同
24
日

㈬   

〈
そ
の
他
〉彦
根
市
が
行
う
計

４
回
の
栽
培
指
導
と
現
地
研
修
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
栽
培

指
導
な
ど
の
日
程
は
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
人
に
ご
連
絡
し
ま
す
。    

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

農
林

水
産
課
☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番　

※
電
話

か
、
①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号

を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ

さ
ん
か
く
塾

〈
内
容
〉男
女
共
同
参
画
社
会
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
気
づ
く

と
と
も
に
、
身
近
な
地
域
や
団
体

で
、
実
践
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な

知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。　
〈
開
催
日
な
ど
〉下
表
の
と

お
り 　
〈
時
間
〉
い
ず
れ
も
午
後

１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分　
〈
場

所
〉 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
会
議
室
ほ

か　
〈
対
象
〉 

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人　
〈
定
員
〉 

30
人
（
先
着

順
）　
〈
費
用
〉 

各
回
２
０
０
円　

〈
託
児
〉
１
人
１
回
２
０
０
円
（
０

歳
〜
就
学
前
、
要
予
約
）　
〈
申
込
期

間
〉
４
月
１
日
㈪
〜
同
19
日
㈮　

〈
そ
の
他
〉
４
回
以
上
出
席
し
た

人
に
は
修
了
証
を
渡
し
ま
す
。　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
出
場
選
手

〈
開
催
日
な
ど
〉左
表
の
と
お
り　

年
課
☎
26-

０
９
９
４
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

１
７
６
８
番

ち
ょ
こ
っ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

〈
内
容
〉あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
会
話
を
学
び
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
文
化
や
習
慣
に
も
親
し
み

ま
す
。　
〈
日
時
〉
４
月
16
日
、同

23
日
、
同
30
日
（
全
３
回
）
い
ず
れ

も
火
曜
日
の
午
後
７
時
～
同
８
時

30
分　
〈
場
所
〉
21
会
議
室
（
市
役

所
２
階
）　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

を
初
め
て
学
ぶ
人　
〈
定
員
〉15
人

（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉千
円　
〈
申

込
期
間
〉
４
月
１
日
㈪
〜
同
16
日

㈫　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１
１
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番

男
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

男
の
料
理
教
室

〈
内
容
〉１
年
を
通
し
て
料
理
教
室

を
開
催
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
や

健
康
的
な
食
生
活
に
な
る
よ
う
な

食
事
を
作
り
ま
す
。
今
回
は
、
春

の
厳
選
さ
れ
た
旬
の
食
材
を
用
い

て
、「
見
て
お
い
し
い
」「
食
べ
て
お

い
し
い
」
簡
単
料
理
を
作
り
、
料

理
の
楽
し
さ
・
面
白
さ
を
学
び
ま

す
。　
〈
開
催
日
な
ど
〉下
表
の
と

子
育
て
講
座

「
春
の
自
然
に
ふ
れ
ま
し
ょ
う
」

〈
内
容
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
周

辺
で
、
花
や
虫
を
見
た
り
、
石
を

拾
っ
た
り
、
風
を
感
じ
た
り
な
ど

の
体
験
を
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉４

月
25
日
㈭　

雨
天
順
延（
予
備
日
26

日
㈮
）　

午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分

※
両
日
中
止
の
場
合
は
参
加
者
に

連
絡
し
ま
す
。　
〈
集
合
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　

玄

関
前　
　
〈
対
象
〉
生
後
５
か
月
～

３
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　
〈
定

員
〉
25
組
（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉

無
料　
〈
申
込
期
間
〉
４
月
４
日

㈭
〜
同
16
日
㈫
の
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
５
時　
〈
持
ち
物
〉
飲
み

物
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
ま
た
は
抱
っ
こ

ひ
も
（
子
守
帯
）、帽
子
な
ど　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も

未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話

か
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

管
理
運
営
を
行
う
指
定
管

理
者

〈
内
容
〉ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
の

管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す
。　

 

〈
公
募
要
項
な

〈
対
象
〉市
内
に
在
住
す
る
12
歳
以

上
（
４
月
１
日
時
点
）
の
人
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
、
療
育

手
帳
を
持
つ
か
そ
の
取
得
に
準
ず

る
障
害
の
あ
る
12
歳
以
上（
４
月
１

日
時
点
）の
人　

※
一
部
の
競
技
に

は
障
害
の
種
類
に
よ
っ
て
参
加
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。　
〈
参

加
費
〉
無
料
。
た
だ
し
、
昼
食
代
、

交
通
費
は
実
費
負
担
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
の
貸

靴
代
は
、
実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉
競
技
ク
ラ
ス
は
、
障

害
の
部
位
や
状
態
に
応
じ
て
分
け

ら
れ
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
知
的

障
害
の
あ
る
人
の
み
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
は
身
体
障
害
（
視
覚
障
害
の
あ

る
人
を
除
き
ま
す
）
の
あ
る
人
の
み

が
参
加
で
き
ま
す
。　
〈
問
い
合
わ

せ
先
〉

障
害
福
祉
課
☎
27-

９

９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-
１
７
６

７
番

彦
根
市
身
体
障
害
者
更
生
会

会
員
歩
行
訓
練
と
親
睦
旅
行

〈
内
容
〉歩
行
訓
練
と
親
睦
を
兼
ね

た
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉６
月
１
日
㈯
午
前
７
時
30

分
集
合（
集
合
場
所
は
申
込
者
ご
と
に

連
絡
し
ま
す
）　
〈
行
き
先
〉
京
都
市

（
三
十
三
間
堂
と
京
都
水
族
館
）　
〈
対

象
〉
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
有
す
る
人
、
そ
の
付
添
者　

◀ 

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
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当
日
の
食
事
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
代
は
、

荒
神
山
自
然
の
家

が
負
担
し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の
家

☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番　

※
申
込
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。５
月
中
に「
活

動
支
援
ス
タ
ッ
フ
説
明
会
」
を
行

う
予
定
で
す
。
こ
の
説
明
会
で
登

録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
芸
員
に
よ
る「
出
前
講
座
」

〈
内
容
〉
文
化
財
課
、
市
史
編
さ

ん
室
、
彦
根
城
博
物
館
の
各
学
芸

員
が
、
日
頃
の
文
化
財
調
査
の
成

果
を
基
に
、
市
内
各
所
に
出
向
き

講
座
を
行
い
ま
す
。
学
校
な
ど
で

の
郷
土
学
習
の
場
合
、
子
ど
も
に

も
分
か
り
や
す
い
説
明
を
し
ま
す
。

自
治
会
、
老
人
会
の
研
修
な
ど
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
〈
出
前
講

座
の
テ
ー
マ
例
〉
下
の
と
お
り　

〈
時
間
〉
１
〜
２
時
間
程
度　
〈
費

用
〉
無
料
（
資
料
費
・
材
料
費
は
実

費
負
担
で
す
）　
〈
日
時
な
ど
〉
申
し

込
ん
で
い
た
だ
い
た
と
き
に
調
整

し
ま
す
。　
〈
申
込
期
限
〉講
座
の

準
備
な
ど
の
た
め
、
開
催
希
望
日

の
１
か
月
前　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
財
課

☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番　

「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」「
博
物
館
だ

よ
り
」な
ど
を
送
付
し
ま
す
。 

③

「
友
の
会
」
主
催
の
講
演
会
や
現

地
研
修
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。 

〈
会
員
期
間
〉
入
会
時
〜
平
成
26

年
３
月
31
日
㈪　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
彦
根
城
博
物
館
友
の

会
事
務
局
（
担
当　

中
野
さ
ん
）
☎

０
９
０-

１
２
２
４-

６
８
１
３
番

（
毎
週
水
曜　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

ま
で
在
館
）　

※
彦
根
城
博
物
館
に

あ
る
入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
年
会
費
を
添
え
て
、
彦

根
城
博
物
館
受
付
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

荒
神
山
自
然
の
家

活
動
支
援
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉施
設
の
活
動
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
運
営
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
登

録
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
、
事
業

ご
と
に
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
〈
活
動

内
容
〉

荒
神
山
自
然
の
家
で
行

う
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
（
活
動
中
の
補

助
や
子
ど
も
へ
の
サ
ポ
ー
ト
）、
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
（
自
主
事
業
へ

の
提
案
な
ど
準
備
段
階
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
）　

※
主
と
し
て
、
土
・
日
曜
日

の
活
動
に
な
り
ま
す
。　
〈
対
象
〉

18
〜
40
歳　
〈
定
員
〉
15
人
（
先
着

順
）　
〈
そ
の
他
〉
交
通
費
（
一
律
）、

「
彦
根
城
博
物
館
友
の
会
」

会
員

〈
内
容
〉「
彦
根
城
博
物
館
友
の
会
」

は
、
彦
根
城
博
物
館
の
活
動
に
協

力
し
、
会
員
の
教
養
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

同
博
物
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
「
友
の
会
」
に
入

会
し
て
、
歴
史
・
文
化
と
の
出
会

い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。　
〈
年
会

費
〉
一
般
会
員
２
千
円
（
高
校
生
は

千
円
）、
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小
・
中
学

生
）
５
０
０
円
、
賛
助
会
員
１
口

以
上
（
１
口
は
１
万
円
）　
〈
入
会
す

る
と
〉
①
会
員
証
で
彦
根
城
博
物

館
の
常
設
展
、
企
画
展
・
テ
ー
マ

展
な
ど
が
観
覧
で
き
ま
す
。　

②

▶ 

彦
根
城
博
物
館
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※特に記載のないときは無料です。
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　広報ひこね 3 月 15 日号の 6 ページにある「犬の登録と狂犬病予防注射」の日程表で、「５月 14 日㈬」とあるのは
「５月 14 日㈫」の誤りでした。また、同号の 15 ページにある「乳幼児個別相談」の、「今年度から南老人福祉センター」
とあるのは「4 月から南老人福祉センター」の誤りで、「今年度は５月から」とあるのは「５月から」の誤りでした。訂
正します。

訂　正

　

自
宅
に
押
し
か
け
た
事
業
者

に
貴
金
属
な
ど
を
強
引
に
買
い

取
ら
れ
る
被
害
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
２
月
か
ら
「
訪

問
購
入
」
と
し
て
「
特
定
商
取

引
に
関
す
る
法
律
」
に
追
加
さ

れ
規
制
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
事
業
者

に
よ
る
飛
び
込
み
訪
問
で
の
勧

誘
は
禁
止
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め

許
可
を
受
け
て
訪
問
す
る
場
合

で
も
、
勧
誘
を
は
じ
め
る
前
に

は
事
業
者
名
や
勧
誘
す
る
物
品

の
種
類
な
ど
を
伝
え
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
断
ら

れ
た
消
費
者
に
対
し
て
再
び
勧

誘
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

法
律
で
定
め
ら
れ
た
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日

以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
を
し
た
と
し
て

も
そ
の
場
で
物
品
を
引
き
渡

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
は

手
元
に
置
い
た
状
態
で
事
業
者

に
売
り
渡
す
か
ど
う
か
を
も
う

一
度
じ
っ
く
り
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

注
意
す
る
こ
と
は
、
消
費
者

か
ら
「
売
り
た
い
」
と
事
業
者

に
請
求
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事

業
者
の
訪
問
を
受
け
た
場
合
や
、

消
費
者
が
こ
の
値
段
で
売
り
た

い
と
言
っ
て
売
っ
た
物
品
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

売
り
た
い
と
き
で
も
、
自
分

か
ら
金
額
を
示
さ
ず
、
査
定
を

求
め
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、「
見
知
ら
ぬ
事
業
者
は
家

に
入
れ
な
い
」「
買
い
取
り
な
ど

で
訪
問
を
受
け
る
と
き
の
対
応

は
家
族
や
知
人
に
同
席
を
し
て

も
ら
う
」「
価
格
に
納
得
で
き
な

い
と
き
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る

こ
と
」
な
ど
が
大
切
で
す
。

　

本
や
Ｃ
Ｄ
、
家
具
な
ど
法
律

の
規
制
対
象
外
商
品
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
彦
根
市
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
突
然
、
自
宅
に
古
い
着
物
は
な
い
か
と
訪
問
を
受
け
た
。
た
ん
す
か
ら
出
し
て
見
せ
る
と
５
０
０

円
で
買
い
取
る
と
言
わ
れ
た
。
５
０
０
円
は
安
い
と
思
っ
た
が
言
い
出
せ
ず
承
諾
を
し
て
し
ま
っ
た
。

つ
い
で
に
付
け
て
い
る
指
輪
の
鑑
定
を
し
て
あ
げ
る
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
外
し
て
渡
す

と
、「
全
く
価
値
は
な
い
が
１
、５
０
０
円
で
買
い
取
る
」
と
言
い
代
金
を
置
い
て
出
て
行
っ
た
。
相

手
の
名
前
や
連
絡
先
も
分
か
ら
な
い
が
指
輪
だ
け
で
も
返
し
て
欲
し
い
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番

　
　
（
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
番   

　
　
　
　
　
　

    

（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

警
察
（
警
察
相
談
専
用
電
話
）　

☎
＃
９
１
１
０
番

　２月23日、
稲枝北小学校

（下岡部町）で、
「青い目の人形発表会」があり、全校児童 115 人が平和の大
切さについて考えました。
　「青い目の人形」は、1920 年頃に米国人宣教師から全国
の小学校に届けられたものです。やがて戦争が始まると、多
くの人形は壊されたり、焼かれたりしましたが、「人形に罪は
ない」と同校では保存されていました。
　発表した児童は「これからも『青い目の人形』を大切にし
たい」と感想を話していました。

「これからも大切にしたい」
青い目の人形発表会



19 2013・4・1 182013・4・1

　　

博
物
館
が
収
蔵
す
る
資
料
を
紹
介
す
る

「
と
き
の
玉
手
箱
」
は
、平
成
８
年
６
月
に

ス
タ
ー
ト
し
、
今
号
で
記
念
す
べ
き
第
２

０
０
回
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
資
料
を
紹
介
し
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
多
く
は
彦
根
藩

主
井
伊
家
に
伝
来
し
た
大
名
道
具
や
古
文

書
類
で
し
た
。
資
料
の
総
数
は
、
そ
れ
ぞ

れ
５
千
件
、
４
万
件
を
数
え
ま
す
。

　

井
伊
家
伝
来
資
料
は
、
江
戸
時
代
の
彦

根
藩
や
文
化
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
も
の

で
す
が
、
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
で
当
時
の

彦
根
の
歴
史
や
文
化
が
全
て
分
か
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
活
躍
す
る
の

が
、
彦
根
や
彦
根
出
身
者
の
家
々
に
伝
え

ら
れ
た
資
料
で
す
。
当
館
に
寄
贈
・
寄
託

い
た
だ
い
た
資
料
は
４
万
１
千
件
に
の
ぼ

り
、
井
伊
家
伝
来
資
料
の
総
数
に
追
い
つ

く
勢
い
で
す
。

　

例
え
ば
、
有
名
な
「
井
伊
の
赤
備
え
」。

こ
れ
は
、
藩
主
の
甲か

っ

冑ち
ゅ
うだ
け
を
指
し
た
言

葉
で
は
な
く
、
井
伊
の
軍
隊
全
て
が
朱
で

武
器
武
具
類
を
統
一
し
て
い
た
こ
と
を
い

い
ま
す
。
現
在
、
当
館
で
は
、
寄
贈
・
寄

託
の
計
21
領
（
う
ち
１
領
は
兜か

ぶ
と

の
み
）
の
藩

士
の
甲
冑
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

藩
士
の
甲
冑
に
は
、
色
々
な
決
ま
り
が

あ
り
ま
し
た
。
兜
の
立た

て

物も
の

は
、
藩
主
と
同

じ
脇わ

き

立だ
て

は
御
法
度
で
、
必
ず
前ま

え

立だ
て

に
す
る

こ
と
、
し
か
も
長
さ
は
２
尺
（
約
60
㎝
）
程

度
と
し
て
金
色
と
す
る
こ
と
、
旗は

た

指さ
し

物も
の

は
、

朱
地
に
金
で
姓
と
名
の
両
方
を
記
す
こ
と

な
ど
で
す
。

　

井
伊
家
伝
来
資
料
で
分
か
る
こ
と
は
こ

こ
ま
で
で
す
。
藩
士
の
甲
冑
１
領
１
領
を

見
て
い
く
と
、
そ
の
中
身
は
実
に
多
様
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
兜
の
形
、
威

お
ど
し

糸い
と

の
色
、
胴
の
矧は

ぎ
方
、
袖
の
形
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、時

代
、
家
格
、
個
性
な
ど
、
色
々
な
要
素
が

絡
み
合
っ
て
１
領
の
甲
冑
が
完
成
す
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。

　

平
成
21
年
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
甲
冑

（
写
真
１
）
は
、
一
見
し
て
「
古
い
」
と
判

断
で
き
る
も
の
で
し
た
。
兜
や
腿も

も

を
防
御

す
る
佩は

い

楯だ
て

の
形
状
、
漆う

る
し

の
質
感
が
、
井
伊

家
初
代
直
政
や
２
代
直
孝
の
甲
冑
と
酷
似

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
つ
ぶ
さ
に
見
て
い

く
と
、
胸
に
付
け
ら
れ
た
鐶か

ん

が
、
左
右
対

称
に
付
く
「
両

り
ょ
う

乳ち

の
鐶
」
で
は
な
く
、
右

胸
１
か
所
の
み
に
あ
る
点
や
、
腰
か
ら
垂

れ
る
草く

さ

摺ず
り

が
、
江
戸
時
代
通
用
の
７
間け

ん

で

は
な
く
６
間
で
あ
る
な
ど
、
古
い
形
式
が

随
所
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
戦
が

あ
る
時
代
の
藩
士
の
甲
冑
の
作
例
と
し
て

注
目
す
べ
き
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、
昨
年
寄
贈
い
た
だ
い
た
甲
冑

（
写
真
２
）
は
、
兜
と
胴
の
形
状
が
通
常
の

甲
冑
と
異
な
る
も
の
で
し
た
。
折
り
畳
み

が
で
き
、
一
般
に
「
畳

た
た
み

具ぐ

足そ
く

」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
足
軽
ク
ラ
ス
の

者
が
身
に
つ
け
た
簡
素
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

形
式
で
あ
り
、
実
際
に
、
足
軽
身
分
の
祖

先
を
持
つ
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

赤
備
え
の
全
容
の
解
明
に
は
、
井
伊
家

歴
代
の
甲
冑
や
井
伊
家
伝
来
の
文
書
資
料

の
研
究
も
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
藩
士

の
甲
冑
１
領
１
領
の
具
体
例
の
調
査
を
積

み
上
げ
て
い
く
作
業
が
不
可
欠
で
す
。
今

後
、
博
物
館
が
収
蔵
し
て
い
る
藩
士
甲
冑

の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
に
館
外
に
出
向
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
丹
念
な
調
査
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
や
家
の
思
い
が
込
め
ら
れ
、
時
を
超

え
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
皆
さ
ん
の
大
切
な

も
の
。
そ
ん
な
宝
物
が
い
っ
ぱ
い
詰
め
ら

れ
た
玉
手
箱
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

　
　

多
彩
な
博
物
館
資
料
と
今
後 

〜
連
載
２
０
０
回
を
迎
え
て
〜

　

写
真
１
の
作
品
は
、「
ほ
ん
も
の

と
の
出
会
い
」
で
４
月
12
日
㈮
〜
６

月
４
日
㈫
の
期
間
、展
示
し
ま
す（
５

月
８
日
㈬
・
同
９
日
㈭
は
閉
室
に
つ
き
ご

覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）。

▶ 

写
真
１　

縫
延
腰
取
二
枚
胴
具
足　

伊
藤
勝
一
氏

    

寄
贈

▶
写
真
２　

畳
胴
具
足
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　ブラジルの私の家には、大きな栓抜きがありまし
た。子どもの頃、この栓抜きに「ありがとう」とい
ろいろな国の言葉で書かれているのを、下手な発音
ながら読み上げようとしていたのを覚えています。
　何気なく見ていたものが、本当はとても大事なも
のなのだと思ったのは、彦根に来てからです。気付
くきっかけとなったのは、情報ができるだけ多くの
住民へ届くようにと始められた多言語版の広報ひ
こねやゴミカレンダー、ゴミ袋など。
　また、彦根市と姉妹都市であるアナーバー市の中
学生派遣団員からのお土産を目にしたことです。
　そのお土産というのは、アナーバー市の教育委員
会が作成した多言語で書かれた「私達の学校へよう
こそ」というウェルカムボードです（写真）。
　学校にこの掲示があるだけで、いろいろな国の子
どもや保護者が安心して入学でき、通うことができ
るのではないかと思いました。最初の挨拶が歓迎の
言葉、これはとても大切な一言です。
　グローバル化していく世界の中で、海外旅行のみ
ならず、仕事や結婚で人々が国と国を行き交う時代
です。違う国の人が隣に住んでいることや、自分が

外国で暮らす可能性も高いと思います。例え、他の
国に自分が行くことがなくても、子どもや孫、親戚
が行くことはあるでしょう。
　誰でも、そんなときに、かけられてうれしい言葉
は、このウェルカムボードに書かれている、「よく
来てくれたね」ではないでしょうか。
　皆さんの学校やご近所にはどんな国の人がい
らっしゃいますか。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

　

ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、

多
く
の
費
用
が
必
要
で
す
。
一

人
ひ
と
り
が
ご
み
を
減
ら
せ
ば
、

そ
の
費
用
も
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
ご

み
を
減
ら
す
た
め
に
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ご
み
減
量
と
資
源
化
の
代
表

的
な
取
組
方
法
を
ま
と
め
ま
し

た
。
家
庭
で
ど
の
程
度
取
り
組

ん
で
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

買
い
物
に
行
く
と
き
は
、
マ

イ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
い
る
。

贈
り
物
や
お
土
産
な
ど
を
買

う
と
き
は
、
過
剰
包
装
を

断
っ
て
い
る
。

生
鮮
食
料
品
は
余
ら
な
い
よ

う
に
購
入
し
て
い
る
。

シ
ャ
ン
プ
ー
や
調
味
料
な
ど

は
、
詰
め
替
え
ら
れ
る
商
品

を
選
ん
で
購
入
し
て
い
る
。

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
ビ
ン（
再
使
用

さ
れ
る
ビ
ン
）
の
商
品
を
選
ん

で
購
入
し
て
い
る
。

修
理
し
て
使
え
る
も
の
は
、

で
き
る
だ
け
直
し
て
使
っ
て

　

い
る
。

不
用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
や
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
に
出
品
し
て
い
る
。

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、

店
頭
や
学
校
な
ど
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
て
い
る
。

古
紙
・
衣
類
は
集
団
回
収
や

行
政
回
収
（
彦
根
市
に
よ
る
回

収
）
に
出
し
て
い
る
。

生
ご
み
は
、乾
燥
さ
せ
て
か
ら

燃
や
す
ご
み
に
出
し
て
い
る
。

い
く
つ
該
当
し
ま
し
た
か　
　

▼
８
～
10
（
す
ば
ら
し
い
）

▼
４
～
７
（
あ
と
少
し
で
す
）　

▼
０
～
３ 

（
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
）

　

チ
ェ
ッ
ク
が
多
く
つ
い
た
人

は
、
ご
み
問
題
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
人
で
す
。
今
後
は

チ
ェ
ッ
ク
が
入
ら
な
か
っ
た
項

目
に
も
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
の
少
な
か
っ
た
人

は
、
チ
ェ
ッ
ク
表
や
「
ご
み
等

の
分
け
方
・
出
し
方
豆
知
識
」

な
ど
を
参
考
に
し
、
多
く
の
項

目
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
４
回　

で
き
て
い
ま
す
か　

ご
み
減
量
・
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

　乳がん・子宮頸
けい

がん検診は２年に１回の検診です。集団検診を含めて、
平成24年4月1日以降に彦根市の乳がん・子宮頸がん検診を受けた人は今
年度、受診できません。※がん検診無料クーポン券対象者は受診できます。
乳がん検診
対象　市内に住民登録を有する 40 歳以上の人（平成26年3月31日現在）

受付期間　4月1日㈪～平成26年3月10日㈪
検診料・検診項目
◆ 40 ～ 49 歳　2,000 円 問診、視触診、マンモグラフィ（2 方向）、
　視触診
◆ 50 歳以上　1,500 円 問診、視触診、マンモグラフィ（1 方向）、
　視触診
受診方法　検診料を持って、 健康推進課、 市民課、支所、各出張所の

窓口で事前に申し込んでいただいたときに受診券をお渡しします。医療
機関に予約後、受診券を持って受診してください。

※乳がん検診の実施医療機関が増える場合がありますので、広報ひこね
５月15日号と一緒に配布予定の「健康診査・がん検診のお知らせ」
でご確認ください。

子宮頸がん検診
対象　市内に住民登録を有する 20 歳以上の人（平成26年3月31日現在）

実施期間　4月1日㈪～平成26年3月31日㈪
検診料　1,600 円
受診方法　検診料を持って、直接医療機関で受診してください。

※子宮頸がん検診は、滋賀県内の産婦人科医療機関で受診できます。
　希望する場合は、 健康推進課にお問い合わせください。　

次の人は、
彦根市の検診は受診できません

乳がん・子宮頸がん　妊娠中
の人、妊娠の疑いのある人

乳がん　ペースメーカーを入
れている人、豊胸手術、形
成手術、水

すい

頭
とう

症
しょう

手術をした
人、授乳中の人

子宮頸がん　性交渉の経験の
ない人、生理中の人、子宮
を全摘出した人

　その他、しこりや痛み、出
血などの自覚症状のある人、
乳房や婦人科の病気で治療中、
経過観察中の人などは、直接
医療機関にご相談ください。

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
配
布
し
ま
す

　

４
月
１
日
現
在
、
次
の
年
齢
の

人
を
対
象
に
、
彦
根
市
が
実
施
す

る
子
宮
頸け

い

が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸

が
ん
の
検
診
費
用
が
無
料
に
な
る

「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」と

検
診
手
帳
を
配
布
し
ま
す
。

　

発
送
は
５
月
下
旬
の
予
定
で

す
。　

対
象
・
配
布
予
定
ク
ー
ポ
ン
券

▼
20
・
25
・
30
・
35
・
40
歳
の
女

性　
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
」

▼
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
女

性　
「
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
」

▼
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
男

性
・
女
性　
「
大
腸
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

次の人は、
検診料が無料となります

①検診当日、70 歳以上の人
②一定の障害のある 65 歳か

ら 69 歳の後期高齢者医療
の被保険者

③生活保護による被保護世帯
の人

④市県民税非課税世帯の人　
（自己負担金免除票が必要です。
自己負担金免除票をお持ちでな
い人は、印鑑をお持ちのうえ、

健康推進課の窓口で申請して
ください。申請用紙はホーム
ページからダウンロードできま
す）

※受診後に、検診料の減免は
できません。
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北き
た

村む
ら

苺ま
い

ち
ゃ
ん

（
大
藪
町
）

山や
ま

内う
ち

瑛え
い

翔と

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

瀬せ

幹み
き

人ひ
と

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

予防接種のお知らせ

　４月１日㈪から、ヒブワクチン、
小児用肺炎球菌ワクチン、子宮頸

けい

がん予防ワクチンが任意接種から
定期接種となり、接種間隔などが
一部変更となります。
　また、規定の間隔で接種を受け
ることができない場合は、任意接
種となることもあります。
▶Ｈｉｂ感染症（旧ヒブワクチン）
対象年齢　生後２か月から５歳を

むかえるまでの間
接種を開始するのが望ましい月齢

生後２か月から生後７か月をむ
かえるまでの間

接種開始月齢別の接種パターン
※接種間隔・回数は、接種開始月

齢により異なります（表１）。
▶小児の肺炎球菌感染症（旧小児用

肺炎球菌ワクチン）
対象年齢　生後２か月から５歳を

むかえるまでの間
接種を開始するのが望ましい月齢

生後２か月から生後７か月をむ
かえるまでの間

接種開始月齢別の接種パターン
※接種間隔・回数は、接種開始月

齢により異なります（表２）。
▶ヒトパピローマウイルス感染症

（旧子宮頸がん予防ワクチン）
対象年齢　小学６年生から高校１

年生に相当する年齢の女子
接種を受けるのが望ましい期間
　中学１年生の間
接種間隔　ワクチンの種類により

異なります（表３）。

滋賀県外での予防接種

　滋賀県外の医療機関で子どもの
予防接種を実施される場合、今ま
では任意接種として、自己負担で
接種を受けていただいていました。
　今後は、やむを得ない特別な事
情により、滋賀県外での実施を希
望する場合、事前に 健康推進課に
申請をしていただき、彦根市が実
施対象として認めた場合、無料で
接種を受けていただくことができ
るようになりました。

やむを得ない特別な事情とは
①接種を受ける人が、県外の施設

（児童養護施設、医療施設など）に入
院または入所している場合

②両親が離婚調停中などの理由で
接種を受ける人が、県外に事実
上居住している場合

③母親が出産などで接種を受ける
人を連れて、長期にわたり県外
に滞在している場合

　原則は、彦根市が指定する医療
機関で接種を受けていただくこと
となります。

　例えば、里帰りなどでも、標準
的接種期間（接種を受けるのが望まし
い期間）内に接種を受けることがで
きるようであれば、なるべく彦根
市が指定する医療機関で接種を受
けるようにしてください。

長期に療養を必要とする病気
などで定期の予防接種の機会
を逃した人へ

　定期の予防接種の対象年齢で
あった間に、長期にわたって療養
を必要とする病気で、予防接種を
受けることができなかったと認め
られた場合、その特別の事情がな
くなった日から２年を経過する日
までの間（ただし、Ｈｉｂ感染症と小
児の肺炎球菌感染症は 10 歳未満、四種
混合は 15 歳未満、結核は４歳未満に限

ります）、接種を受ける機会が確保
されることとなりました。

特別な事情とは
Ａ　次の①～③までに掲げる疾病

にかかったこと
①重症複合免疫不全症、無ガン

マグロブリン血症、その他免

疫の機能に支障を生じさせる
重
じゅう

篤
とく

な疾病
②白血病、再生不良性貧血、重

症筋無力症、若年性関節リウ
マチ、全身性エリテマトーデ
ス、潰瘍性大腸炎、ネフロー
ゼ症候群、その他免疫の機能
を抑制する治療を必要とする
重篤な疾病

③ ①か②の疾病に準ずると認め
られるもの

※①〜③にある疾病にかかったこ
とがある人やかかっている人が
一律に予防接種が受けられない
ということではありません。

　　予防接種の実施可否の判断は、
あくまで予診を行う医師の診断
のもとで行われるものとなりま
す。

Ｂ　臓器の移植を受けた後、免疫
の機能を抑制する治療を受けた
こと（やむを得ず定期の予防接種を
受けることができなかった場合に限

ります）

Ｃ　医学的知見
に基づき、Ａ
かＢに準ずる
と認められる
もの

表１　Hib 感染症

表２　小児の肺炎球菌感染症

表３　ヒトパピローマウイルス感染症

ひ
ろ
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
2
8
6
号

（
平
成
2
5
年
4
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,9
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
0
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

　　

彦
根
市
が
平
成
25
年
度
に
取
り

組
む
事
業
（
一
部
）
の
イ
メ
ー
ジ
を

掲
載
し
ま
し
た（
背
景
に
あ
る
電
卓
が

示
す
11
桁
の
数
字
は
、
予
算
総
額
で
す
）。

　

多
く
の
人
に
来
て
も
ら
お
う
と

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
が
、毎
日
彦
根
城

に
登
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
稲
枝
駅
と
そ
の
周

辺
の
整
備
や
、
中
学
校
給
食
の
実

施
に
向
け
て
の
実
施
設
計
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
彦
根
市
が
活
気
あ
ふ
れ
る

よ
う
文
化
や
産
業
、
子
育
て
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

住
み
よ
い
、
住
み
た
い

都
市
を
目
指
し
て

人口と世帯数
　　　　　　平成25年3 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,634 人（−     2）
　55,600 人（−     5）

57,034 人（＋　  3）
44,565 世帯（±　  0）

（亀山小学校 5 年）
（佐和山小学校 5 年）
（金城小学校 6 年）
（城西小学校 3 年）
（城東小学校 6 年）
（城東小学校 6 年）
（稲枝西小学校 5 年）
（城西小学校 3 年）
（城東小学校 6 年）
（鳥居本小学校 4 年）
（若葉小学校 6 年）
（城北小学校 6 年）
（金城小学校 1 年）
（城東小学校 5 年）
（金城小学校 2 年）
（城東小学校 4 年）
（城西小学校 2 年）
（城西小学校 4 年）
（城北小学校 6 年）
（佐和山小学校 2 年）
（若葉小学校 6 年）
（城西小学校 5 年）
（若葉小学校 6 年）
（鳥居本小学校 4 年）

＜小学生＞
赤
あか

田
だ

　理
り

歩
ほ

 さん
石
いし

橋
ばし

　卓
たく

也
や

 さん
牛
うし

澤
ざわ

　美
み

織
おり

 さん
臼
うす

井
い

　陽
ひ

菜
な

 さん
円
えん

城
じょう

　佳
か

穂
ほ

 さん
大
おお

菅
すが

　祐
ゆ

未
み

 さん
大
おお

西
にし

　歩
あゆむ

 さん
筧
かけひ

　結
ゆ う み

心 さん
川
かわ

村
むら

　和
わ

束
づか

 さん
北
きた

川
がわ

　愛
あ さ と

冴仁 さん
北
きた

村
むら

　天
あま

音
ね

 さん
藏
くら

屋
や

　佳
よし

香
か

 さん
佐
さ

藤
とう

　爽
さや

音
ね

 さん
佐
さ

藤
とう

　八
や

雲
くも

 さん
佐
さ

藤
とう

　瑠
る

乃
の

 さん
瀧
たき

本
もと

　希
のの

佳
か

 さん
竹
たけ

本
もと

　羽
は

那
な

 さん
多
た

田
だ

　理
り

那
な

子
こ

 さん
徳
とく

田
だ

　侑
ゆう

架
か

 さん
中
なか

嶋
じま

　彪
あや

斗
と

 さん
西
にし

川
かわ

　天
あま

音
ね

 さん
西
にし

村
むら

　霞
かすみ

 さん
林
はやし

　希
の

空
あ

 さん
東
ひがし

出
で

　修
しゅう

弥
や

 さん

疋
ひき

田
だ

　萌
ほの

果
か

 さん
樋
ひ

口
ぐち

　瑞
みず

妃
き

 さん
平
ひら

田
た

　崚
りょう

将
すけ

 さん
堀
ほり

口
ぐち

　桃
もも

子
こ

 さん
正
まさ

木
き

　花
か

林
りん

 さん
松
まつ

本
もと

　小
こ

鈴
すず

 さん
安
やす

松
まつ

　将
しょう

吾
ご

 さん
山
やま

下
した

　素
もと

広
ひろ

 さん
山
やま

村
むら

　珠
たま

未
み

 さん
吉
よし

岡
おか

　せり さん

＜中学生＞
岡
おか

田
だ

　杏
あん

樹
じゅ

 さん
北
きた

村
むら

　優
ゆう

花
か

 さん
熊
くま

田
だ

　康
こう

介
すけ

 さん
小
こ

堀
ぼり

　由
ゆ

郁
か

子
こ

 さん
自
じ

見
み

　千
ち

春
はる

 さん
谷
たに

沢
ざわ

　真
ま

理
り

 さん
辻
つじ

野
の

　藍
あい

 さん
西
にし

島
じま

　朋
とも

哉
や

 さん
馬
ば

場
ば

　梨
りん

加
か

 さん
東
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（城陽小学校 2 年）
（平田小学校 2 年）
（平田小学校 5 年）
（若葉小学校 6 年）
（稲枝西小学校 4 年）
（平田小学校 6 年）
（城南小学校 5 年）
（城南小学校 3 年）
（城西小学校 3 年）
（平田小学校 2 年）

（東中学校 3 年）
（南中学校 3 年）
（南中学校 3 年）
（西中学校 3 年）
（西中学校 3 年）
（中央中学校 3 年）
（稲枝中学校 3 年）
（彦根中学校 3 年）
（彦根中学校 3 年）
（西中学校 1 年）
（県立盲学校中学部 3 年）
（南中学校 3 年）
（稲枝中学校 3 年）

　 教育委員会では、年間を通じてさまざまな文化芸術活動に励む子どもたちを応援し、文
化芸術活動への意欲を高めることを目的に、ひこね子ども文化芸術奨励事業「ひこにゃん
子ども文化芸術大賞」を設けています。
 　平成 24 年度の「ひこにゃん子ども文化芸術大賞」受賞者は、次の 47 人の皆さんです。

（50 音順、学年は平成 24 年度）

問い合わせ先　 教育委員会文化振興室☎ 23-7810、FAX21-3080


